
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■会長の時間          会長 武末喜久治君 

皆さんこんにちは。お盆を

過ぎ、秋の気配を感じる頃で

すが、まだまだ残暑が厳し

く、天気も不安定で、広島で

は、豪雨による土砂災害で死

者は 50 名を越えまだ連絡の

とれない不明者は 28 人もい

らっしゃるそうで懸命な捜

索が続いていますが、自然の

怖さをまたも見せつけられました。 

24日に石井十次没後100年を迎えるにあたり第17回石

井十次セミナーが行われましたが、石井十次先生とはま

た違う意味で児童の為に尽くした人がいます。 

8月 10日の深夜に NHKの ETV特集で「戦闘配置されず

～肢体不自由児たちの学童疎開～」という番組が放送さ

れました。東京世田谷にある都立光明特別支援学校（東京

市立光明学校）は日本で唯一つの、初めての肢体不自由児

の学校として昭和7年に開校しました。主にポリオ、脳性

麻痺、筋ジストロフィーによって手や足等に障害のある

子供達 115人が学んでいたそうです。昭和19年敗色濃く

なりつつある日本の各地にアメリカ軍の空襲が始まる頃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

東京の子供達の学童疎開が決定されました。学童疎開の

もうひとつの目的は将来の軍事力を担う子供達を戦闘配

置することにあったといわれています。世田谷の国民学

校33校すべてが長野県や新潟県に疎開先がきまりました

が、光明学校だけが役にたたないという理由で取り残さ

れました。その時の校長松本保平は集団疎開に入れても

らおうと東京都に掛け合いましたがだめでした。 

当時都心から通う子供が多く、まだ農地が広がってい

た世田谷の校舎に避難させるほうが安全だと考え集団で

合宿生活をすることにしました。115人のうち 59人が親

元を離れ校庭に防空壕を 4 つ作り子供達と職員 150 人が

避難できるようにしました。20年 3月に東京大空襲があ

り光明学校の子供達は世田谷の校庭から燃える町を見て

いました。松本保平校長はそれを見て危険を感じ 1 人で

疎開地を探しにでかけました。向かったのは東京からの

疎開を多く受け入れていた長野県でした。空きがあるか

もしれないと紹介されたのは旧上山田村でしたが村長が

会ってくれず村中のホテルや旅館に直接お願いにまわり

ましたがどこも断られました。見かねた温泉組合の役員

が村長を説得しついに村長が経営する旅館を借りること

になりました。それから鉄道局に 3日通い続け、客車を 1

両借り受け、近くの陸軍の部隊長に直訴し車両 10台で治

療器具などを輸送してもらい念願の疎開ができました。

その10日後世田谷の校舎は空襲に見舞われ校舎は焼け落

ちました。 
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2730地区ガバナー    田中 俊實 

中部分区ガバナー補佐    押川 弘巳 

RIテーマ・第 2730地区テーマ 

   『ロータリーに輝きを』 

高鍋ロータリークラブテーマ 

   『クラブの活性化』 

9月の月間テーマ  

  新世代のための月間 

７．ＢＯＸ披露 

８．各委員会報告 

９．クラブ協議会 

10．次週例会案内 

11．点   鐘 

 

＊押川弘巳ガバナー補佐 

１．点  鐘  

２．ロータリーソング  

 君が代・奉仕の理想 

３．ビジター・ゲスト紹介  

４．会長の時間 

５．幹事報告 

６．出席報告 

 
本日の例会案内    

＊月初めのセレモニー   ＊米山ランチ 

 ＊雑誌紹介  

＊公式訪問前のクラブ協議会  ＊理事会 

  

 

 

 

 

 

次週例会案内；9月 11日（1850回） 

 ＊外部卓話―松本洋一郎様 

（地区青少年・ローターアクト副委員長） 

 ＊血圧測定・100万ドル・プログラム委員会 

第 1848 回 例会内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ここからまだ食料の問題など苦難の日々が続きますが、

またの機会にご紹介させていただきます。終戦後も松本

校長は各県 1 校の肢体不自由児の学校や特別学級の設置

に尽力し教育の充実を訴え続け、全ての肢体不自由児の 

義務教育が実現したのは昭和54年でした。こういう人物

もいたという事を皆さんにお伝えしたく紹介させていた

だきました。 

我が高鍋ロータリークラブでは未来の夢計画第2回「障

害者ミニラグビー・サーフィン体験」を 9月27日に実施

いたしますが、福本君には計画から実施まで担当してい

ただき大変ご苦労をおかけしております。皆さんぜひク

ラブ主催の行事でありますのでぜひ、ご参加をお願いい

たします。 

 

■幹事報告＜文書案内＞      幹事 青木善明君 

＊広島豪雨災害支援協力の件 

＊2730Ｅクラブ協力金お願い 

＊Ｅクラブ認証状伝達式・祝 

 開催のご案内 

 日時 平成26年10月5日 

 場所 メインホテル 

 登録料 10,000円 

＊9月号ロータリーの友訂正 

とお詫び 

＊2017-2018年度ガバナー決 

定について(報告)  押川弘巳会員（宮崎北ＲＣ） 

＊東児湯中学校暗唱・弁論大会への盾寄贈とご臨席の件 

 日時 平成26年9月30日 9：30～15：30 

 場所 高鍋町美術館 

  

■出席報告           出席委員長 長野孝吉君 

出席状況（8/28） 

会  員  数 46名 

出 席 会 員 数 33名 

ホーム出席率 73.33％ 

前々回修正出席率 86.67％ 

 

 

 

■ＢＯＸ披露       親睦活動委員長 坂田師通君 

＜ニコニコ・財団・米山 BOX＞ 

武末喜久治君 幸代 ベッカー 

さんとご主人のベルト ベッ 

カーさんの来訪を歓迎して。 

木村貞夫君 ベッカーご夫妻を 

お迎えして。お話を楽しみに 

しています。 

藤本範行君 グーデンベルク 

 ベルト・ベッカー様、幸代・ベッカー様 ようこそ高鍋 

ロータリークラブへ！本日は卓話を楽しみにしていま 

す。よろしくお願いします。イッヒ・リーベ・ディツヒ。 

 

☆外部卓話       ＢＥＬＴ ＢＥＣＫＥＲ 

             幸代  ＢＥＣＫＥＲ  

 

  お里帰り中のドイツ在住のＢＥＣＫＥＲご夫妻。 

  現在ドイツで病院を開業されています。 

  実は、柴垣復生会員のお嬢様ご夫婦です。 

  とっても素敵なお二人に感謝・・・ 

   

   

 

   
 

   
 

 

 

9月の例会案内 

 

9/4 1849回 月初めのセレモニー 米山ランチ 

      雑誌紹介・公式訪問前のクラブ協議会 

例会終了後理事会 

9/11 1850回 外部卓話―松本洋一郎様 

      血圧測定・100万㌦・ 

例会終了後プログラム委員会 

9/18 1851回 夜間例会・観月会 

9/25 1852回 ガバナー公式訪問 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 


